
3　  フーベルト・ハイッス駐日オーストリア共和国大使のことば

フ
ー
ベ
ル
ト
・
ハ
イ
ッ
ス
駐
日
オ
ー
ス
ト
リ
ア
共
和
国
大
使
の
こ
と
ば

一
八
六
九
年
に
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア=

ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
と
日
本
の
間
で
、
修
好
通
商
航
海
条
約
が
締
結
さ

れ
、
皇
帝
フ
ラ
ン
ツ
・
ヨ
ー
ゼ
フ
Ｉ
世
よ
り
明
治
天
皇
に
、
ベ
ー
ゼ
ン
ド
ル
フ
ァ
ー
社
の
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。
天
皇
が
西
洋
音
楽
を
耳
に
し
た
の
は
こ
れ
が
初
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
一
五
〇
年
経
っ
た
今
日
の
日
本
で
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
は
と
て
も
愛
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
日
本
に
お
け
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
黎
明
期
に
活
躍
し
た
両
国
の
音
楽
家
た
ち
の
こ
と
は
あ
ま
り

知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

ル
ド
ル
フ
・
デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ
は
、
一
八
八
八
年
、
東
京
藝
術
大
学
の
前
身
で
あ
る
東
京
音
楽
学
校
に
招
聘
さ

れ
ま
し
た
。
楽
器
演
奏
や
音
楽
理
論
、
作
曲
を
指
導
し
た
だ
け
で
な
く
、
優
秀
な
学
生
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
学
ば

せ
る
よ
う
に
当
時
の
文
部
大
臣
に
進
言
し
た
そ
う
で
す
。
さ
ら
に
、
六
年
ほ
ど
の
滞
在
中
に
は
日
本
音
楽
の
研

究
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。

本
書
著
者
の
平
澤
博
子
博
士
は
、
長
年
ウ
ィ
ー
ン
で
デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ
研
究
に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
そ

の
長
年
の
成
果
が
、
一
五
〇
周
年
と
い
う
記
念
の
年
に
日
本
で
出
版
さ
れ
る
こ
と
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
大
使
と
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し
て
大
変
に
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。

こ
の
本
を
通
じ
、
日
本
の
音
楽
愛
好
家
の
方
々
に
も
、
ル
ド
ル
フ
・
デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ
の
功
績
を
知
っ
て
い
た

だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。

駐
日
オ
ー
ス
ト
リ
ア
共
和
国
大
使　
　

フ
ー
ベ
ル
ト
・
ハ
イ
ッ
ス　
　



5　  澤和樹東京藝術大学長のことば

澤
和
樹
東
京
藝
術
大
学
長
の
こ
と
ば

東
京
藝
術
大
学
音
楽
学
部
の
前
身
で
あ
る
東
京
音
楽
学
校
は
一
八
八
七
年
（
明
治
二
〇
年
）
に
創
立
さ
れ
た
。

翌
年
、
明
治
政
府
の
招
き
に
よ
り
、
お
雇
い
外
国
人
と
し
て
や
っ
て
来
た
の
が
ル
ド
ル
フ･

デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ

だ
っ
た
。
ウ
ィ
ー
ン
で
ア
ン
ト
ン･

ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー
の
直
弟
子
と
し
て
オ
ル
ガ
ン
、
作
曲
を
学
び
、
フ
リ
ッ

ツ
・
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
の
師
と
し
て
も
知
ら
れ
る
ヨ
ー
ゼ
フ･

ヘ
ル
メ
ス
ベ
ル
ガ
ー
に
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
学
ぶ
な

ど
、
一
九
世
紀
後
半
に
お
け
る
最
高
の
音
楽
教
育
環
境
で
優
秀
な
成
績
を
修
め
た
彼
が
、
創
成
期
の
東
京
音
楽

学
校
で
六
年
間
指
導
に
あ
た
り
、
日
本
人
初
の
本
格
的
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
・
作
曲
家
で
あ
る
幸
田
延
や
、
妹

の
安
藤
幸
を
は
じ
め
多
く
の
優
れ
た
人
材
を
育
て
た
。

最
近
、
私
が
ド
イ
ツ
の
名
門
音
楽
大
学
を
訪
問
し
た
折
、
当
地
の
学
長
や
副
学
長
か
ら
「
従
来
の
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
か
ら
日
本
に
先
生
が
教
え
に
行
き
、
日
本
人
学
生
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
学
ぶ
と
い
う
一
方
向
で
は
な
く
、

今
後
は
日
本
か
ら
も
教
授
陣
を
招
き
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
学
生
が
日
本
で
学
ぶ
と
い
う
双
方
向
の
交
流
を
推
し
進

め
た
い
」
と
い
う
申
し
出
を
受
け
た
。

デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ
の
蒔
い
た
種
が
一
三
〇
年
を
経
た
今
、
多
く
の
日
本
人
演
奏
家
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
名
門
オ
ー
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ケ
ス
ト
ラ
で
活
躍
し
、
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
で
の
日
本
人
の
優
勝
が
も
は
や
ニ
ュ
ー
ス
に
も
な
ら
ず
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
か
ら
の
留
学
生
が
日
本
の
音
楽
大
学
で
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
や
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
を
学
ぶ
こ
と
が
夢
物
語
で
は
な

く
な
っ
て
い
る
。
ま
さ
に
日
本
に
お
け
る
西
洋
音
楽
教
育
の
父
と
も
い
う
べ
き
デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ
の
偉
大
な
業
績

だ
が
、
我
が
国
の
み
な
ら
ず
本
国
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
も
忘
れ
ら
れ
た
存
在
と
な
り
つ
つ
あ
る
。

日
本
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
国
交
樹
立
一
五
〇
周
年
の
記
念
の
年
に
、
音
楽
学
者
の
平
澤
博
子
博
士
の
永
年
に

わ
た
る
研
究
の
成
果
が
『
ウ
ィ
ー
ン
か
ら
日
本
へ　

近
代
音
楽
の
道
を
拓
い
た　

ル
ド
ル
フ
・
デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ

物
語
』
の
出
版
と
い
う
形
で
実
を
結
ん
だ
。
東
京
音
楽
学
校
創
世
記
の
音
楽
教
育
事
情
や
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に

帰
国
後
の
デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ
が
伝
え
た
日
本
の
音
楽
や
文
化
が
、
プ
ッ
チ
ー
ニ
の
《
蝶
々
夫
人
》
な
ど
に
与
え
た

影
響
を
知
る
貴
重
な
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
彼
自
身
が
、
ピ
ン
カ
ー
ト
ン
を
彷
彿
と
さ
せ

る
劇
的
な
物
語
の
主
人
公
で
も
あ
り
、
読
み
物
と
し
て
も
面
白
い
。
並
々
な
ら
ぬ
情
熱
で
出
版
を
実
現
さ
せ
た

｢

ル
ド
ル
フ･

デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ
顕
彰
出
版
の
会｣
事
務
局
長
の
桑
村
益
夫
氏
の
ご
尽
力
に
も
心
よ
り
敬
意
を
表

し
た
い
。 

東
京
藝
術
大
学
学
長　
　

澤　

和
樹　
　



7　  はじめに

は
じ
め
に

今
か
ら
一
三
〇
余
年
前
、
明
治
政
府
に
お
雇
い
教
師
と
し
て
招
聘
さ
れ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
か
ら
や
っ
て
き
た

デ
ッ
ト
リ
ヒ
と
い
う
人
の
名
を
知
っ
た
の
は
、
私
が
ウ
ィ
ー
ン
国
立
大
学
で
音
楽
学
を
専
攻
し
て
い
た
時
分
で
、

か
れ
こ
れ
三
〇
余
年
ほ
ど
前
の
こ
と
で
し
た
。

日
本
と
か
か
わ
り
の
あ
る
テ
ー
マ
で
あ
れ
ば
学
位
取
得
に
き
っ
と
容
易
な
は
ず
と
、
安
易
な
期
待
か
ら
私
は
、

「
ル
ド
ル
フ
・
デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ
／
生
涯
と
作
品
」
を
、
博
士
課
程
の
研
究
テ
ー
マ
に
選
択
し
た
の
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
こ
れ
が
ど
う
し
て
大
変
な
誤
算
で
あ
っ
た
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
の
に
、
そ
ん
な
に
時
は
要
し
ま

せ
ん
で
し
た
。
当
時
は
、
彼
に
つ
い
て
の
資
料
の
在
処
が
は
っ
き
り
し
な
か
っ
た
り
、
ま
と
ま
っ
て
ア
ー
カ
イ

ブ
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
な
く
、
資
料
を
探
索
す
る
た
め
に
「
犬
も
歩
け
ば
棒
に
あ
た
る
」
を
地
で
ゆ
く
連

日
が
始
ま
っ
た
の
で
す
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ド
イ
ツ
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ス
イ
ス
、
イ
ギ
リ
ス
、
チ
ェ
コ
、
日
本

の
公
文
書
館
、
図
書
館
、
研
究
所
、
大
学
な
ど
諸
機
関
の
た
く
さ
ん
の
ご
協
力
を
請
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ
に
関
し
て
の
論
文
は
な
ん
と
か
無
事
完
成
し
、
帰
国
後
、
四
年
半
に
わ
た
り
、
音
楽
教
育
雑
誌

『
音
楽
鑑
賞
教
育
』
に
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
連
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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ウ
ィ
ー
ン
に
留
学
中
の
一
九
九
六
年
、
デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ
と
日
本
人
妻
と
の
間
に
生
ま
れ
た
息
子
の
息
子
、
即

ち
孫
で
あ
る
俳
優
の
故
根
上
淳
氏
が
、
自
ら
の
ル
ー
ツ
を
た
ど
る
と
い
う
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
衛
星
放
送
番
組
（『
我

が
心
の
旅
』
シ
リ
ー
ズ
）
の
、
ウ
ィ
ー
ン
で
の
収
録
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
を
得
ま
し
た
。
そ

し
て
根
上
氏
が
帰
国
さ
れ
る
時
、「
こ
の
祖
父
の
写
真
を
、
ぜ
ひ
あ
な
た
の
出
版
時
に
役
に
立
て
て
く
だ
さ
い
」

と
く
だ
さ
っ
た
の
が
こ
の
本
の
表
紙
を
か
ざ
っ
て
い
る
写
真
で
す
。
こ
の
さ
さ
や
か
な
一
書
の
出
版
を
一
番
待

ち
望
ま
れ
て
い
た
の
は
故
根
上
氏
と
、「
ま
だ
出
版
し
な
い
の
？
」
と
、
た
び
た
び
発
破
を
か
け
て
く
だ
さ
っ

た
根
上
氏
の
ご
夫
人
・
往
年
の
大
歌
手
ペ
ギ
ー
葉
山
さ
ん
（
二
〇
一
七
年
ご
逝
去
）
の
お
二
人
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
ま
す
。

今
回
の
出
版
で
つ
く
づ
く
思
い
知
ら
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
本
書
に
お
い
て
、「
近
代
黎
明
期
の
日
本

に
西
洋
音
楽
の
真
髄
を
伝
え
た
音
楽
家
」
と
し
て
の
デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ
の
事
績
の
全
容
を
伝
え
よ
う
と
す
る
こ
と

は
、
あ
ま
り
に
も
大
そ
れ
た
試
み
で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
学
術
文
献
を
羅
列
さ
せ
、
長
々
と
論
理
づ

け
て
述
べ
る
こ
と
は
比
較
的
た
や
す
い
こ
と
で
す
が
、
そ
れ
よ
り
も
本
書
で
は
、
現
存
す
る
親
族
か
ら
の
聴
き

取
り
も
参
考
に
し
て
、
デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ
の
人
物
像
を
そ
の
足
跡
に
沿
っ
て
コ
ン
パ
ク
ト
に
著
す
こ
と
を
試
み
ま

し
た
。

今
年
、
二
〇
一
九
年
は
、
教
育
・
文
化
の
面
で
も
近
代
化
を
推
し
進
め
よ
う
と
す
る
極
東
の
新
興
国
・
日
本

の
地
に
渡
り
、
西
洋
近
代
音
楽
の
礎
を
築
く
こ
と
に
貢
献
し
た
デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ
の
没
後
一
〇
〇
年
。
ま
た
修
好



9　  はじめに

通
商
航
海
条
約
締
結
か
ら
一
五
〇
年
の
記
念
す
べ
き
年
に
当
た
り
ま
す
。
本
書
の
刊
行
が
、
両
国
文
化
の
さ
ら

な
る
交
流
の
深
化
の
一
助
と
な
れ
ば
、
こ
れ
に
過
ぎ
る
喜
び
は
あ
り
ま
せ
ん
。

平
澤　

博
子　
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参
考
文
献
一
覧　
　
193

調
査
・
照
介
諸
機
関 
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― 

公
文
書
館
・
図
書
館
・
研
究
所　
　
199

「
ル
ド
ル
フ
・
デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ
顕
彰
出
版
の
会
」
の
こ
と　
　

桑
村
益
夫　
　
203

お
わ
り
に　
　
207

索
引　
　
214
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織
物
都
市
ビ
ア
ラ
か
ら
楽
都
ウ
ィ
ー
ン
へ

一
八
六
一
年
四
月
二
五
日
、
フ
ラ
ン
ツ
・
ル
ド
ル
フ
・
ア
ウ
グ
ス
ト
・
デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ
（Franz R

udolf 

A
ugust D

ittrich

）
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
＝
ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
ガ
リ
チ
ア
地
方
の
ビ
ア
ラ
（
現
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ク
ラ
ク

フ
の
西
南
五
〇
キ
ロ
、
チ
ェ
コ
と
ス
ロ
バ
キ
ア
の
国
境
近
く
）
で
、
音
楽
教
師
兼
カ
ペ
ル
マ
イ
ス
タ
ー
の
父
ヨ
ハ

ン
・
ア
ン
ト
ン
・
ユ
リ
ウ
ス
（Johann A

nton Julius 1825

‒1914

）、
職
人
家
庭
出
身
の
母
、
ソ
フ
ィ
ー
・
ベ

ア
タ
・
フ
ラ
セ
ッ
ク
（Sophie B

eata Frassek 1826

‒?

）
の
間
に
誕
生
し
ま
し
た
（
図
１
）。
デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ

の
両
親
が
一
八
五
七
年
結
婚
し
た
町
ク
ロ
イ
ツ
ブ
ル
ク
も
現
在
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
属
し
ま
す
。
祖
父
フ
ラ
ン
ツ

（Franz 1796

‒1858

）
は
軍
人
で
、
オ
ー
ボ
エ
奏
者
、
楽
器
製
造
業
も
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
デ
ィ
ッ

ト
リ
ヒ
に
は
ヘ
ド
ウ
ィ
ク
・
ク
レ
プ
ス
（H

edw
ig K

rebs

）
と
い
う
姉
妹
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
来
日
当
時
、

東
京
音
楽
学
校
に
提
出
し
た
デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ
自
筆
の
英
語
の
履
歴
書
に
は
、
五
歳
で
ピ
ア
ノ
、
七
歳
で
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
、
九
歳
で
教
会
音
楽
、
一
〇
歳
で
音
楽
理
論
を
学
ぶ
、
と
あ
り
ま
す
が
、
お
そ
ら
く
音
楽
教
師
で
あ
っ

た
父
か
ら
、
最
初
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
た
の
で
し
ょ
う
。
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さ
て
、
今
日
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
は
中
央
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
東
部
に
位
置
し
、
日
本
よ
り
ひ
と
ま
わ
り
小
さ
な
国
で

す
が
、
一
一
〜
一
六
世
紀
ま
で
は
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
最
大
の
王
国
と
し
て
繁
栄
。
一
八
世
紀
に
ロ
シ
ア
、
プ
ロ
イ

セ
ン
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
三
国
に
分
割
さ
れ
、
突
然
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
図
上
か
ら
消
滅
。
先
の
大
戦
で
も
再
び

分
割
と
、
外
国
か
ら
の
支
配
、
干
渉
、
差
別
を
受
け
な
が
ら
よ
う
や
く
国
力
を
回
復
し
た
と
い
う
、
希
有
な
歴

史
を
も
っ
た
国
で
す
。
こ
う
し
た
興
亡
流
転
の
中
で
、
デ
ィ
ッ
ト

リ
ヒ
が
生
ま
れ
た
頃
の
一
九
世
紀
の
ビ
ア
ラ
は
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク

家
の
管
理
下
に
あ
り
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
有
数
の
手
工
業
、
織
物
工
業
地

域
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

大
戦
後
、
隣
接
市
の
ビ
ェ
ル
ス
コ
と
合
併
さ
れ
た
ビ
ア
ラ

（B
ielsko-B

iala

、
ビ
ェ
ル
ス
コ
＝
ビ
ャ
ワ
）
は
、
現
ポ
ー
ラ
ン
ド

の
西
南
部
に
位
置
し
（
図
２
）、
ド
イ
ツ
語
版
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア

で
は
、
デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ
を
町
の
名
士
と
し
て
、「
オ
ー
ス
ト
リ
ア

の
音
楽
家
、
東
京
の
音
楽
大
学
教
師
」
と
紹
介
し
て
い
ま
す
。

ポ
ー
ラ
ン
ド
が
東
西
隣
接
す
る
諸
大
国
か
ら
絶
え
ず
受
け
た
大

き
な
試
練
の
一
つ
と
し
て
、
あ
の
ア
ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ
収
容
所
の
出

図 1　ディットリヒの出生証明書
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来
事
は
、
未
来
永
劫
払
拭
で
き
な
い
人
類
の
痛
恨

極
ま
り
な
い
歴
史
で
す
。

一
八
七
五
年
、
一
五
歳
の
デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ
は
故

郷
ビ
ア
ラ
の
北
西
、
ド
イ
ツ
側
に
位
置
す
る
当
時

は
近
代
工
業
都
市
で
あ
り
、
最
も
古
い
都
市
の
一

つ
ブ
レ
ス
ラ
ウ
の
普
通
高
等
学
校
へ
進
学
、
三
年

後
、
卒
業
し
ま
す
。

こ
う
し
て
デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ
は
、
息
子
の
音
楽
教

育
に
非
常
に
熱
心
で
深
い
理
解
を
も
っ
た
両
親
の

支
え
を
得
て
、
一
八
七
八
年
一
八
歳
で
、
音
楽
の

都
ウ
ィ
ー
ン
へ
武
者
修
行
へ
と
旅
発
っ
た
の
で
す
。

い
ざ
音
楽
の
都
、
ウ
ィ
ー
ン
へ
！ 

師
ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー
と
の
出
会
い

図 2　ビアラ–ウィーン関連地図

ポーランド

チェコ

ド
イ
ツ

スロバキア

ハンガリーオーストリア

ブラスチラバ

ブダペスト

ブレスラウ
（現ブロツワフ）

ビアラ（現ビェルスコ・ビャワ）

ウィーン

ワルシャワ
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ウ
ィ
ー
ン
の
住
ま
い
は
四
区
に
あ
る
ホ
イ
ミ
ュ
ー
ル
ガ
ッ
セ
２
a
で
し
た
。
バ
ロ
ッ
ク
建
築
の
傑
作
の
一
つ

に
数
え
ら
れ
る
カ
ー
ル
ス
教
会
や
、
ウ
ィ
ー
ン
市
民
の
胃
袋
、
食
品
市
場
ナ
ッ
シ
ュ
マ
ル
ク
ト
が
あ
り
、
ま
た
、

「
音
楽
都
市
ウ
ィ
ー
ン
」
の
名
を
確
固
た
る
も
の
と
し
た
、
ブ
ラ
ー
ム
ス
、
グ
ル
ッ
ク
、
Ｊ
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス

Ⅱ
、
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
な
ど
が
住
ま
い
と
し
た
の
も
、
こ
の
ウ
ィ
ー
ン
四
区
で
し
た
。
若
い
デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ
は
、

学
校
に
も
近
い
音
楽
環
境
に
恵
ま
れ
た
こ
の
地
で
、
活
気
に
満
ち
た
新
生
活
を
ス
タ
ー
ト
し
た
の
で
し
た
。

デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ
は
、
ウ
ィ
ー
ン
・
コ
ン
セ
ル
ヴ
ァ
ト
リ
ウ
ム
の
一
八
七
八

－

七
九
年
度
に
一
年
生
と
し
て

登
録
し
ま
す
。
同
校
は
、
一
八
一
二
年
に
創
設
さ
れ
た
ウ
ィ
ー
ン
楽
友
協
会
の
事
業
と
し
て
傘
下
に
置
か
れ
、

か
の
A
・
サ
リ
エ
リ
（1750

‒1825

）
が
一
八
一
七
年
に
ま
ず
声
楽
教
室
を
、
一
八
一
九
年
に
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、

一
八
三
三
年
ピ
ア
ノ
、
一
八
六
八
年
オ
ル
ガ
ン
と
順
次
拡
大
、
今
日
の
ウ
ィ
ー
ン
国
立
音
楽
大
学
の
礎
石
と

な
っ
た
大
変
由
緒
深
い
学
校
で
す
。
デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ
が
や
っ
て
き
た
一
八
七
八
年
頃
の
学
校
は
、
現
ウ
ィ
ー
ン

楽
友
協
会
に
あ
り
、
音
楽
は
も
と
よ
り
、
演
劇
、
ダ
ン
ス
、
オ
ペ
ラ
な
ど
の
学
科
が
あ
り
国
際
的
な
学
校
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。

デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ
は
後
年
、
名
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
と
し
て
大
成
し
ま
す
が
、
新
学
期
の
第
一
専
攻
は
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
で
、
J
・
ヘ
ル
メ
ス
ベ
ル
ガ
ー
（Joseph H

ellm
esberger 1855

‒1907

）
教
授
の
ク
ラ
ス
に
登
録
し
ま
し
た
。

ヘ
ル
メ
ス
ベ
ル
ガ
ー
教
授
の
父
（J.H

ellm
esberger I 1828

‒93
）
は
、
宮
廷
楽
長
兼
コ
ン
セ
ル
ヴ
ァ
ト
リ
ウ
ム

の
校
長
と
い
う
名
誉
あ
る
地
位
に
あ
り
、
こ
の
ヘ
ル
メ
ス
ベ
ル
ガ
ー
一
家
は
、
以
後
デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ
の
人
生
に
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大
い
に
か
か
わ
っ
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

対
位
法
は
ア
ン
ト
ン
・
ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー
（A

nton B
ruckner 1825

‒96

）、
副
科
ピ
ア
ノ
は
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・

シ
ェ
ン
ナ
ー
（W

ilhelm
 Schenner 1839

‒1913

）
の
ク
ラ
ス
を
選
択
。
努
力
家
だ
っ
た
デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ
の
成

績
は
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
演
習
も
含
め
て
、「
非
常
に
よ
ろ
し
い
」
の
〝
１
〞（
日
本
で
は
５
に
あ
た
り
ま
す
）
で

し
た
。
一
年
生
の
デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ
の
ク
ラ
ス
に
は
、
後
に
ウ
ィ
ー
ン
国
立
歌
劇
場
指
揮
者
兼
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、

ウ
ィ
ー
ン
ア
カ
デ
ミ
ー
教
授
、
現
サ
ル
ツ
ブ
ル
ク
音
楽
祭
設
立
の
事
実
上
の
創
設
者
と
な
る
F
・
シ
ャ
ル
ク

（Franz Schalk 1863

‒1931
）、
ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー
作
品
の
名
指
揮
者
、
今
日
の
ウ
ィ
ー
ン
交
響
楽
団
の
初
代
指
揮

者
と
し
て
活
躍
し
た
F
・
レ
ー
ヴ
ェ
（Ferdinand Löw

e 1865

‒1925

）、
ウ
ィ
ー
ン
音
楽
界
の
弦
楽
四
重
奏
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
で
、
ス
タ
ー
の
座
を
し
め
て
い
た
ヘ
ル
メ
ス
ベ
ル
ガ
ー
一
家
の
末
息
子
で
チ
ェ
リ
ス
ト
の
F
・
ヘ

ル
メ
ス
ベ
ル
ガ
ー
（Ferdinand H

ellm
esberger 1863

‒1940

）、
後
の
ロ
ゼ
ー
弦
楽
四
重
奏
団
創
設
者
の
一
人

で
あ
っ
た
チ
ェ
リ
ス
ト
E
・
ロ
ゼ
ー
（Eduard R

ose 1859

‒1943

）
な
ど
、
錚
々
た
る
面
々
が
同
席
し
て
い
た

の
で
し
た
。

と
こ
ろ
で
デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ
は
正
真
正
銘
の
お
の
ぼ
り
さ
ん
で
し
た
。
音
楽
の
都
ウ
ィ
ー
ン
で
し
っ
か
り
勉
強

し
、
故
郷
へ
錦
を
飾
る
こ
と
、
否
そ
れ
以
上
に
超
一
流
の
音
楽
家
に
な
る
こ
と
を
夢
見
て
い
た
の
で
す
か
ら
。

そ
ん
な
デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ
は
、
ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー
に
と
っ
て
相
当
木ぼ
く

訥と
つ

、
不
器
用
者
に
み
え
た
よ
う
で
す
。
早
速

「
ド
イ
ツ
の
ミ
ヒ
ェ
ル
」（
生
真
面
目
で
不
器
用
者
）
と
命
名
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
し
た
。
そ
の
う
ち
そ
ん
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な
デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ
が
結
構
優
秀
な
学
生
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
と
、
ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー
は
「
聖
人
」
と
別
名
で
呼

ぶ
あ
り
さ
ま
で
す
。
当
の
デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ
は
と
い
う
と
、
ち
ょ
っ
と
こ
の
命
名
拝
領
が
自
慢
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

師
の
作
曲
を
助
け
た
デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ

こ
の
頃
の
デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ
と
、
師
ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー
と
の
間
に
、
こ
ん
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
り
ま
す
。
ウ
ィ
ー

ン
・
コ
ン
セ
ル
ヴ
ァ
ト
リ
ウ
ム
で
ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー
の
対
位
法
ク
ラ
ス
に
在
籍
し
て
い
た
デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ
は
、
そ

の
他
に
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
レ
ッ
ス
ン
に
も
通
っ
て
お
り
ま
し
た
。
謝
礼
は
毎
回
三
グ
ル
デ
ン
、
日
本
円
で
お
よ

そ
三
〇
〇
〇
円
く
ら
い
で
し
ょ
う
か
。
と
こ
ろ
が
ひ
と
月
四
回
の
レ
ッ
ス
ン
が
そ
の
日
は
ち
ょ
う
ど
第
五
週
目

に
あ
た
り
、
父
か
ら
の
送
金
が
間
に
合
わ
な
く
な
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
を
聞
い
た
ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー
の
興
奮
は
す

さ
ま
じ
く
、
電
光
石
化
の
ご
と
く
発
せ
ら
れ
た
第
一
声
た
る
や
！

「
君
、
言
っ
と
く
が
ね
、
こ
ん
な
こ
と
、
今
後
一
切
あ
っ
ち
ゃ
ぁ
困
る
よ
。
レ
ッ
ス
ン
受
け
た
ら
す
ぐ
払
う
、

で
な
き
ゃ
師
弟
の
関
係
は
こ
れ
ま
で
だ
！
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。

二
年
次
の
ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー
の
対
位
法
授
業
の
思
い
出
は
、
も
っ
と
格
別
の
も
の
で
し
た
。
実
は
ブ
ル
ッ
ク
ナ

ー
の
弦
楽
五
重
奏
曲
、
ヘ
長
調
、
ア
ダ
ー
ジ
ョ
の
楽
章
成
立
に
、
デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ
も
少
な
か
ら
ず
ひ
と
役
買
っ
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て
い
た
と
い
う
お
話
で
す
。

こ
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
注
文
者
は
、
デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
教
授
ヘ
ル
メ
ス
ベ
ル
ガ
ー
の
父
親
で

ウ
ィ
ー
ン
音
楽
界
の
重
鎮
で
も
あ
る
シ
ニ
ア
・
Ｊ
・
ヘ
ル
メ
ス
ベ
ル
ガ
ー
と
あ
っ
て
、
ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー
の
張
り

切
り
よ
う
は
大
変
な
も
の
で
し
た
。
あ
る
日
の
こ
と
、
い
つ
も
の
よ
う
に
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
レ
ッ
ス
ン
で
、
ブ

ル
ッ
ク
ナ
ー
の
家
に
行
っ
た
時
の
こ
と
で
す
。
ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー
の
頭
は
ヘ
ル
メ
ス
ベ
ル
ガ
ー
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

曲
の
こ
と
で
い
っ
ぱ
い
。
と
う
と
う
デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ
の
前
で
緩か
ん

徐じ
ょ

楽
章
変
ト
長
調
の
部
分
を
弾
い
て
み
せ
た
の

で
す
。
と
こ
ろ
が
デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ
の
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
が
あ
ま
り
に
も
無
愛
想
だ
っ
た
の
で
、
突
然
弾
き
や
め
、

こ
う
言
い
ま
す
。

ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー
「
お
や
、
君
、
こ
り
ゃ
気
に
く
わ
ん
よ
う
だ
ね
？
」

デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ
「
先
生
、
こ
れ
は
、
そ
ん
な
に
特
に
良
い
と
は
…
…
」

ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー
「
そ
れ
じ
ゃ
君
、
こ
れ
は
ど
う
な
の
か
言
っ
て
く
れ
た
ま
え
！
」

こ
の
よ
う
に
し
て
二
人
の
共
同
作
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。
ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー
が
即
興
で
何
度
も
オ
ル
ガ
ン
を

弾
く
。
そ
の
度
に
デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ
は
駄
目
サ
イ
ン
を
送
る
…
…
。
そ
し
て
、
突
然
あ
の
ア
ダ
ー
ジ
ョ
部
分
が
、

数
小
節
響
い
た
時
で
し
た
。
デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ
は
ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー
の
傍
に
脱
兎
の
勢
い
で
駆
け
寄
り
、「
ス
ト
ッ

プ
！　

こ
れ
、
こ
れ
こ
そ
本
物
で
す
」
と
叫
ん
だ
の
で
す
。

こ
う
し
て
、
今
日
知
ら
れ
る
第
三
楽
章
ア
ダ
ー
ジ
ョ
の
テ
ー
マ
が
誕
生
し
た
の
で
し
た）

1
（

。
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二
年
次
の
四
月
、
こ
ん
な
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー
の
対
位
法
授
業
で
、
デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ
が
た

だ
一
人
の
受
講
生
だ
っ
た
頃
の
こ
と
で
す
。
授
業
は
、
ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー
が
ピ
ア
ノ
に
向
か
い
、
デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ

は
黒
板
に
向
か
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
課
題
は
、
フ
ー
ガ
の
第
二
主
題
の
創
作
で
、
フ
ー
ガ
の
全
楽
曲
構
成
は

ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー
が
、
第
一
主
題
も
ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー
に
よ
る
も
の
で
し
た
。
デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ
が
黒
板
に
音
符
を
書

く
、
ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー
が
そ
れ
を
ピ
ア
ノ
で
直
し
、
転
調
指
示
を
与
え
る
、
と
い
う
手
順
で
す
。

「
こ
り
ゃ
ホ
ン
ト
は
禁
止
だ
が
、
き
れ
い
な
響
き
だ
ね
ぇ
。
だ
が
君
、
わ
し
が
こ
れ
を
許
し
た
な
ん
て
、
誰

に
も
言
っ
ち
ゃ
ぁ
ダ
メ
だ
よ
」

ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー
は
、
こ
う
し
て
本
来
禁
止
さ
れ
て
い
る
進
行
を
、
お
目
こ
ぼ
し
し
た
の
で
し
た
。
後
日
、

デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ
は
こ
の
自
作
品
を
数
か
所
手
直
し
し
た
も
の
の
、『
前
奏
曲
と
二
重
フ
ー
ガ　

変
ロ
長
調
』
の

誕
生
は
、
や
は
り
師
ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー
が
あ
っ
て
こ
そ
と
再
認
識
、
感
服
す
る
の
で
し
た）

2
（

。

優
れ
た
師
た
ち
に
恵
ま
れ
て

卒
業
演
奏
試
験
の
た
め
、
バ
ッ
ハ
の
フ
ー
ガ
ト
短
調
を
練
習
し
て
い
る
時
で
し
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
時
、
ボ

ヘ
ミ
ア
出
身
の
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
、
Ｊ
・
ラ
ボ
ー
（Josef Labor 1842

‒1924

）
か
ら
オ
ル
ガ
ン
操
作
に
最
も
重
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要
な
一
つ
で
あ
る
ス
ト
ッ
プ
技
法
に
つ
い
て
ア
ド
ヴ
ァ
イ
ス
を
も
ら
う
チ
ャ
ン
ス
に
恵
ま
れ
た
の
で
す
。
そ

の
頃
、
ラ
ボ
ー
は
盲
目
の
名
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
け
れ
ど
、
気
難
し
い
師
ブ
ル
ッ

ク
ナ
ー
に
、
こ
の
事
実
を
言
え
ば
、
ま
た
ど
ん
な
か
ん
し
ゃ
く
玉
が
破
裂
す
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、

デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ
は
ラ
ボ
ー
の
ア
ド
ヴ
ァ
イ
ス
を
、
日
頃
ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー
が
敬
意
を
表
し
て
い
る
校
長
ヘ
ル
メ

ス
ベ
ル
ガ
ー
の
提
言
で
あ
る
、
と
そ
の
場
を
つ
く
ろ
い
演
奏
し
て
み
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
の
で
す
。
当
の

ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー
と
い
え
ば
、
ち
っ
と
も
そ
の
こ
と
に
気
づ
か
な
い
ば
か
り
か
、「
さ
す
が
に
宮
廷
楽
長
ヘ
ル
メ

ス
ベ
ル
ガ
ー
校
長
先
生
の
ア
イ
デ
ィ
ア
は
大
し
た
も
ん
だ
。
本
物
の
芸
術
家
だ
」
と
ご
満
悦
だ
っ
た
の
で
し
た
。

あ
ん
な
に
生
真
面
目
一
方
だ
っ
た
デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ
は
、
卒
業
年
次
の
頃
に
は
こ
ん
な
に
要
領
よ
く
な
っ
て
い
た

の
で
す
。
こ
う
し
て
、
卒
業
試
験
は
試
験
官
満
場
一
致
で
名
誉
の
「
優
」
を
獲
得
し
た
の
で
し
た
。

一
年
次
の
デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ
の
学
校
生
活
に
戻
り
ま
し
ょ
う
。

副
科
ピ
ア
ノ
は
、
W
・
シ
ェ
ン
ナ
ー
で
あ
っ
た
こ
と
は
前
述
の
通
り
で
す
が
、
こ
の
シ
ェ
ン
ナ
ー
の
生
い
立

ち
が
、
デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ
と
そ
っ
く
り
で
あ
っ
た
こ
と
に
少
し
ば
か
り
触
れ
て
お
き
ま
す
。
シ
ェ
ン
ナ
ー
は
、
幼

少
の
頃
か
ら
教
師
で
あ
っ
た
父
か
ら
音
楽
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
、
実
業
学
校
を
卒
業
、
ウ
ィ
ー
ン
・
コ
ン
セ
ル

ヴ
ァ
ト
リ
ウ
ム
に
進
学
。
卒
業
後
は
教
会
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
、
そ
し
て
ウ
ィ
ー
ン
・
コ
ン
セ
ル
ヴ
ァ
ト
リ
ウ
ム
の

準
備
科
と
副
科
ピ
ア
ノ
を
担
当
、
間
も
な
く
ピ
ア
ノ
演
奏
科
教
授
と
な
っ
た
人
物
で
す
。

音
楽
家
が
初
め
の
手
ほ
ど
き
を
身
近
な
人
か
ら
受
け
て
か
ら
音
楽
専
門
学
校
へ
進
む
と
い
う
傾
向
は
、
こ
の
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時
代
、
一
般
的
で
し
た
。
デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ
の
年
近
い
先
輩
の
、
Ｇ
・
マ
ー
ラ
ー
、
Ｈ
・
ヴ
ォ
ル
フ
や
、
同
期
の

Ｆ
・
シ
ャ
ル
ク
、
Ｆ
・
ロ
ヴ
ェ
、
Ｆ
・
ヘ
ル
メ
ス
ベ
ル
ガ
ー
も
そ
れ
ぞ
れ
身
近
な
人
か
ら
手
ほ
ど
き
を
受
け
、

普
通
高
校
の
経
験
を
修
め
て
か
ら
ウ
ィ
ー
ン
・
コ
ン
セ
ル
ヴ
ァ
ト
リ
ウ
ム
に
入
学
し
て
い
ま
す
。

デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ
の
ピ
ア
ノ
の
師
シ
ェ
ン
ナ
ー
は
、
そ
の
上
大
変
な
努
力
家
で
、
当
時
評
判
の
大
ピ
ア
ニ
ス
ト

Ａ
・
ル
ビ
ン
シ
テ
ィ
ン
（A

nton R
ubinstein 1829

‒94

）
の
よ
う
な
す
ば
ら
し
い
タ
ッ
チ
の
持
ち
主
だ
と
い
わ

れ
て
お
り
ま
し
た
。
シ
ェ
ン
ナ
ー
も
ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー
同
様
、
校
長
ヘ
ル
メ
ス
ベ
ル
ガ
ー
と
親
交
が
あ
り
、
ヘ
ル

メ
ス
ベ
ル
ガ
ー
弦
楽
四
重
奏
団
と
度
々
共
演
し
て
お
り
ま
し
た
。
こ
う
し
て
多
数
の
生
徒
か
ら
慕
わ
れ
人
望
を

集
め
て
い
た
シ
ェ
ン
ナ
ー
か
ら
、
デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ
は
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
の
で
し
た
。
一

年
次
の
成
績
は
既
述
の
通
り
「
優
」
で
し
た
が
、
た
だ
一
つ
、
必
修
の
合
唱
は
な
ぜ
か
欠
席
し
成
績
欄
に
評
価

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
理
由
は
二
年
次
で
判
明
す
る
の
で
す
が
。

オ
ル
ガ
ン
部
門
で
全
審
査
員
一
致
の
一
等
賞

さ
て
ウ
ィ
ー
ン
生
活
二
年
目
で
、
デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ
は
授
業
料
免
除
と
い
う
恩
恵
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
こ
の
頃
か
ら
メ
キ
メ
キ
と
実
力
を
発
揮
、
学
内
演
奏
会
に
度
々
出
演
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
第
一
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参
考
文
献
一
覧

■
事
典
類

B
aker`s B

iographical D
ictionary of M

usicians

（N
ew

 York 1984

）

G
enealogisches Taschenbuch der A

deligen H
äuser 14 （B

rünn 1889

）

H
andbuch des A

llerhöchsten H
ofes und des H

ofstaats seiner k.k. A
postolischen 

M
ajestät 

一
九
一
八 （W

ien 1918
）

Lexikon für Theologie und K
irche, herausgegeben von Josef H

öfer, R
om

 und K
arl R

ahner, Innsbruck 4 （Freiburg 
1960

）

D
ie M

usik in G
eschichte und G

egenw
art. A

llgem
eine Enzyklopädie der M

usik, 
herausgegeben von Friedrich B

lum
e. 17 B

de.
（K

assel etc.1949-1968

）

R
ISM

（R
épertoire international des Sources M

usicales
） Einzeldrucke vor 1800 （K

assel  etc. 1971 ff

）

U
niversal-H

andbuch der M
usikliteratur, eingerichtet u. herausgegeben von Franz 

Pazdirek （W
ien o.J.

）

W
urzbach, C

onstant von: B
iographisches Lexikon des K

aiserthum
s Ö

sterreich 44 （W
ien 1882

）

『
音
楽
大
事
典
Ⅰ
〜
Ⅵ
』
平
凡
社
（
東
京　

一
九
八
一
〜
一
九
八
三
）
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「
ル
ド
ル
フ
・
デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ
顕
彰
出
版
の
会
」
の
こ
と

 

「
ル
ド
ル
フ
・
デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ
顕
彰
出
版
の
会
」
事
務
局
長　
　

 

桑
村 

益
夫　
　

　

私
は
間
も
な
く
八
五
歳
に
な
る
一
介
の
ア
マ
チ
ュ
ア
・
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
奏
者
で
す
。
二
〇
一
四
年
の
中
頃
、
私
の
師

匠
、
築
地
徹
氏
の
レ
ッ
ス
ン
室
で
ふ
と
手
に
し
た
、
日
本
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
文
化
交
流
の
歴
史
を
記
し
た
、
オ
ー
ス

ト
リ
ア
大
使
館
発
行
の
『
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
日
本
』
と
題
す
る
小
冊
子
の
「Tekona M

arsch

」
と
題
し
た
ピ
ア
ノ
譜

に
目
を
奪
わ
れ
ま
し
た
。

　

年
号
が
万
葉
集
に
由
来
す
る
「
令
和
」
に
代
わ
り
、
改
め
て
万
葉
集
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、

「
手て

こ

な
児
奈
」
は
千
葉
県
市
川
市
真
間
に
伝
わ
る
伝
説
上
の
美
女
の
名
前
で
、
万
葉
集
に
山
部
赤
人
や
高
橋
虫
麻
呂
が
彼

女
の
悲
話
を
詠
ん
だ
和
歌
が
載
っ
て
い
ま
す
。
私
は
東
京
の
下
町
の
生
ま
れ
で
す
が
、
戦
火
を
避
け
て
転
校
し
た
真
間

小
学
校
の
隣
に
「
手
児
奈
」
を
祀
る
「
手
児
奈
霊
神
堂
」
が
あ
り
、
手
児
奈
の
伝
説
は
よ
く
聞
か
さ
れ
て
い
ま
し
た
の

で
、
大
い
に
興
味
を
そ
そ
ら
れ
小
冊
子
を
読
み
、
こ
の
ピ
ア
ノ
曲
を
作
曲
し
た
ル
ド
ル
フ
・
デ
ィ
ッ
ト
リ
と
の
存
在
を

初
め
て
知
り
ま
し
た
。「
手
児
奈
」
が
実
在
し
た
か
否
か
は
諸
説
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

ル
ド
ル
フ
・
デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ
の
偉
業
に
つ
い
て
は
、
平
澤
博
子
博
士
が
本
書
に
記
さ
れ
て
い
る
と
お
り
で
す
が
、
私

は
「
手
児
奈
マ
ー
チ
」
を
ぜ
ひ
蘇
演
さ
せ
た
い
と
考
え
、
師
匠
の
築
地
徹
氏
に
ウ
ィ
ー
ン
の
図
書
館
で
ピ
ア
ノ
譜
を
探
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　95
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